
　　 ─ 《論文》

一

　

『
出
雲
風
土
記
抄
』（
以
下
、
風
土
記
抄
）
は
松
江
藩
士
で
神

門
郡
奉
行
の
岸
崎
佐
久
次
時
照
が
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
ま

と
め
た
出
雲
国
風
土
記
の
初
め
て
の
研
究
書
で
あ
る
。
岸
崎
佐
久

次
は
自
身
の
地
方
役
人
・
郡
奉
行
と
し
て
の
立
場
か
ら
も
出
雲
国

内
を
く
ま
な
く
踏
査
し
て
お
り
、
そ
の
調
査
研
究
に
基
づ
く
地
名

の
現
地
比
定
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、
次
の
二

点
で
大
き
な
影
響
を
残
し
た
。
一
つ
は
、
細
川
家
本
・
日
御
碕
神

社
本
な
ど
近
世
初
期
の
古
写
本
で
脱
落
し
て
い
る
本
文
を
補
訂
し

て
い
る
た
め１

、
出
雲
国
風
土
記
本
文
の
テ
キ
ス
ト
自
体
と
し
て
も

流
布
し
、『
訂
正
出
雲
風
土
記
』
以
降
の
校
訂
本
に
も
補
訂
部
分

が
採
用
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
現
地
比
定

の
多
く
が
現
代
に
至
る
ま
で
批
判
的
に
継
承
さ
れ
て
き
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
郷
村
レ
ベ
ル
の
地
域

社
会
に
お
け
る
古
代
に
つ
な
が
る
歴
史
意
識
の
形
成
、
定
着
の
契

機
と
も
な
っ
て
い
っ
た
と
評
価
で
き
る２

。

　

風
土
記
抄
に
は
多
種
多
様
な
写
本
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
島

根
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
桑
原
羊
次
郎
旧
蔵
（
桑
原
文
庫
）
の

四
冊
本
（
以
下
、
桑
原
本
）
が
最
も
良
質
な
写
本
と
さ
れ
、
参
照

さ
れ
て
き
た３

。
桑
原
本
に
は
、
岸
崎
佐
久
次
の
自
序
の
ほ
か
に
、

杵
築
松
林
寺
の
宏
雄
の
序
と
跋
が
附
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ

る
と
、
岸
崎
佐
久
次
の
原
稿
を
宏
雄
が
添
削
し
、
そ
れ
を
甥
の
北

島
国
造
家
の
伝
之
丞
の
求
め
に
応
じ
て
与
え
た
と
い
う
。
近
年
古

代
出
雲
歴
史
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
た
風
土
記
抄
（
以
下
、
出
雲
歴

博
本
）
は
、
そ
の
宏
雄
か
ら
伝
之
丞
に
与
え
た
そ
の
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
出
雲
歴
博
本
は
桑
原
本

の
祖
本
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る４

。

　

島
根
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、
そ
の
ほ
か
に
も
望
月
重
煕
書
写

の
二
冊
本
（
以
下
、
望
月
本
）、「
俗
解
鈔
」
と
も
呼
ば
れ
る
神
田

厚
敬
（
常
有
）
書
写
書
入
本
（
以
下
、
神
田
本
）
も
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
一
瞥
し
て
桑
原
本
・
出
雲
歴
博
本
と
は
若
干
異

な
っ
た
内
容
で
あ
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

　

風
土
記
抄
の
諸
本
に
つ
い
て
、
加
藤
義
成
の
調
査
で
は
島
根
大

学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
諸
本
も
含
め
て
一
五
点
が
紹
介
さ
れ５

、
そ

出
雲
風
土
記
抄
の
諸
本

　
―
島
根
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の

�

桑
原
本
・
望
月
本
・
神
田
本
を
中
心
に
―

�
島
根
大
学
法
文
学
部
教
授
　
大
日
方
　
克
　
己
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二

の
後
の
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
の
調
査
で
何
点
か
付
け
加
え

ら
れ
て
い
る６

。
そ
の
ほ
か
に
も
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
藤
浪
剛
一

旧
蔵
本
（
以
下
、
藤
浪
本
）
な
ど
若
干
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
諸
本
間
で
は
表
記
や
内
容
に
異
同
の
多
い
こ
と
は
知
ら
れ

て
お
り
、
加
藤
義
成
は
桑
原
本
系
と
俗
解
鈔
系
に
お
お
ま
か
な
区

分
け
を
し
て
い
る
。
し
か
し
本
稿
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
桑
原
本

と
望
月
本
の
間
で
も
表
記
や
内
容
に
異
同
が
多
く
、
そ
れ
ほ
ど
単

純
に
分
類
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
『
出
雲
鍬
』
な
ど
の

地
誌
、
出
雲
国
風
土
記
注
釈
本
な
ど
に
引
用
さ
れ
て
い
る
風
土
記

抄
文
も
ま
た
若
干
異
な
っ
た
表
現
や
内
容
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
諸
本
の
表
記
や
内
容
と
そ
れ

ぞ
れ
の
関
係
は
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。し
か
し
そ
れ
は
、

岸
崎
佐
久
次
の
本
来
の
テ
キ
ス
ト
の
解
明
の
た
め
に
も
必
要
な
作

業
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
出
雲
国
風
土
記
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ

れ
流
布
し
て
い
っ
た
か
、
ひ
い
て
は
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
「
古
代

出
雲
」
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
意
識
と
し
て
形
成
さ
れ
展
開
し
て
き

た
か
を
考
え
る
た
め
に
も
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
現
代
の
風
土
記
研
究
の
足
元
を
見
つ
め
直
す
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
桑
原
本
、
望
月
本
、
神
田
本
お
よ
び
そ
れ
ら
と
関

係
す
る
諸
本
、
諸
書
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
特
徴
を
指
摘

し
て
、
今
後
の
諸
本
全
体
と
そ
の
歴
史
的
意
義
の
解
明
に
つ
な
ぐ

第
一
歩
と
し
た
い
。

一
　
桑
原
本
と
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
所
蔵
本

　

桑
原
本
の
表
題
は
「
出
雲
風
土
記
抄
」、
四
冊
構
成
で
あ
る
。

第
一
冊
は
岸
崎
序
四
丁
・
宏
雄
序
一
丁
・
出
雲
国
総
記
と
意
宇
郡

三
九
丁
、
第
二
冊
は
島
根
郡
二
七
丁
・
秋
鹿
郡
一
二
丁
、
第
三
冊

は
楯
縫
郡
九
丁
・
出
雲
郡
二
四
丁
・
神
門
郡
一
八
丁
、
第
四
冊
は

飯
石
郡
一
四
丁
・
仁
多
郡
一
二
丁
・
大
原
郡
一
六
丁
・
巻
末
総
記

九
丁
半
・
宏
雄
跋
半
丁
と
な
っ
て
い
る
。
奥
書
は
な
く
、
書
写
者

や
書
写
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
「
桑
原
文
庫
」「
島
根
大
学

図
書
印
」以
外
に
印
は
な
い
。諸
本
中
、体
裁
も
内
容
も
最
も
整
っ

た
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
最
良
の
写
本
と
し
て
出
雲
国
風
土
記
の

研
究
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。

　

桑
原
本
の
祖
本
と
み
ら
れ
る
の
が
出
雲
歴
博
本
で
あ
る
。
出
雲

歴
博
本
の
表
題
は
「
風
土
記
」、
四
冊
構
成
で
あ
る
。
第
一
冊
は

岸
崎
序
四
丁
・
宏
雄
序
一
丁
・
出
雲
国
総
記
と
意
宇
郡
三
七
丁
、

第
二
冊
は
島
根
郡
二
七
丁
・
秋
鹿
郡
一
二
丁
、
第
三
冊
は
楯
縫
郡
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三

九
丁
・
出
雲
郡
二
四
丁
・
神
門
郡
一
八
丁
、
第
四
冊
は
飯
石
郡

一
三
丁
・
仁
多
郡
一
二
丁
・
大
原
郡
一
五
丁
・
巻
末
総
記
九
丁
・

宏
雄
跋
一
丁
と
な
っ
て
い
る
。
各
冊
の
見
返
し
に
「
此
主
荏
田
」、

一
丁
表
に
「
荏
田
蔵
本
」、
裏
表
紙
見
返
し
に
「
四
冊
之
内
」「
此

主
伝
之
丞
豊
忠
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
「
佐
草
庫
蔵
」
な
ど
の

印
が
あ
る
。

　

杵
築
松
林
寺
の
宏
雄
の
序
と
跋
に
よ
れ
ば
、
岸
崎
佐
久
次
の
原

稿
を
宏
雄
が
添
削
し
、
そ
れ
を
甥
の
北
島
国
造
家
伝
之
丞
の
求
め

に
応
じ
て
与
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。
各
冊
に
「
此
主
伝
之
丞
豊
忠
」

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
伝
之
丞
に
与
え
ら
れ
た
本
そ
の
も

の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

桑
原
本
と
出
雲
歴
博
本
を
比
較
す
る
と
、
一
行
の
文
字
数
は
相

違
す
る
も
の
の
、
字
句
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
出
雲

歴
博
本
に
追
記
挿
入
さ
れ
た
記
述
、
白
く
塗
抹
し
て
上
書
き
修
正

し
た
記
述
な
ど
を
、
そ
の
と
お
り
書
写
し
て
い
る
部
分
も
多
い
。

い
く
つ
か
例
を
示
し
て
み
る
。

〔
史
料
１
〕
桑
原
本
、
秋
鹿
郡
神
戸
里
抄
文

鈔
曰
、神
戸
里

ハ
則
佐
田

ノ
宮
内
也
。按

ス
ル
ニ

、
迄

イ
タ
ル
マ
テ二

于
庄
村
・

常
相
寺
村
・
古
志
村
・
古
曽
志
・
西
浜
佐
田
及
島
根
郡

ノ
中

名ミ
ヤ
ウ

分ブ
ン

・
上
佐
田
・
下
佐
田
等
一
、盖

シ
佐
田

ノ
社
領
七
百
貫

ノ

地
也
。
而

シ
テ

佐
田
三
社
、
其

ノ
一
社

ハ
者
、
合
二
祭
伊
佐
奈

枳
乃
麻
奈
子
、熊
野
加
武
呂
乃
命
及

ヒ
大
穴
持
命

ヲ
一
也
。
其

ノ

一
社
者
、
神
魂
命

ノ
御
子
、
枳
佐
加
地
売
命
於

テ
二
加
賀

ノ
神

埼
ニ

一
射

ル
ノ

二
金
弓

ヲ
一
之
時
、
所

ノ
二
産ア

レ
マ
ス生

一
之
佐
田
大
神
、
是

也
。
其
一
社

ハ
者
、
併

ア
ハ
セ

二
祀

ル
尓
尓
枳
乃
命
及

ヒ
伊
佐
奈
弥
命
・

天
照
太
神

ヲ
一
之
社
也
。
而イ
─

今マ

俗
説

ニ
、
佐
太
社

ハ
者
、
伊
弉

冊
尊
廟
所

ニ
シ
テ

而
乃

シ
所
謂

ル
比
婆
山
、
是
也

ト
。
此
説
甚

タ

誣ブ

妄モ
ウ

ナ
リ

。
盖

シ
比
婆
山

ハ
雲
伯
両
国

ノ
界

ナ
リ
ト

。
然

ラ
ハ

則
与ト
二

此
地
一

①
蹊
─

路
遥

ニ
─

隔
ヘ
タ
ヽ
レ
リ○

○

比
婆
山

ノ
一

不
レ

得
之
強
妄
、

意
ニ

附
─

託
ス
ル

耳ノ
ミ

。②
予

カ

之
所
レ

言
非

ス
二

敢
以
私

ニ
一

。若
下
其

ノ

曰
ヒ

二
神
納

ト
一
曰
二
剣
山

ト
一
曰

カ
中
来コ

魔マ

返
カ
ヘ
リ
ト

上
、察

シ
テ

二
此
等

ノ

処
ノ

一
、
而

シ
テ

今
マ

─

推
シ
テ

指
ス

二
雲
伯
両
国
之
界

ヒ
能
儀
郡
母

図１　出雲風土記抄（桑原本）
秋鹿郡神戸里条
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四

理
ノ

郷
井
尻

ノ
中
日
波
村

ヲ
一
而ノ

己ミ

。
事

ハ
弁

ス
レ
先

ニ
。
故

ニ
不
二

亦
贅

セ
一
焉
。

　

桑
原
本
と
出
雲
歴
博
本
は
訓
点
も
含
め
て
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る

が
、
傍
線
①
の
部
分
は
、
出
雲
歴
博
本
で
は
「
蹊
─

路
遥

ニ
隔
」

の
次
の
九
文
字
分
を
白
く
塗
抹
し
て
、「
□
二
□
之
比
婆
山

ヲ
一
不
得

之
強
妄
」
と
上
書
き
し
て
い
る
。
□
は
塗
抹
の
上
に
墨
痕
が
認
め

ら
れ
る
が
判
読
で
き
な
い
。
こ
の
「
□
二
□
之
」
の
部
分
を
桑
原

本
で
は
二
字
分
を
空
白
に
し
て
右
側
に
「
○
○
」
と
記
し
て
い

る
。
ま
た
傍
線
②
の
左
側
に
は
「
敢
非
无
其
所
拠
」
と
傍
書
が
あ

る
が
、
出
雲
歴
博
本
で
も
本
文
を
塗
抹
し
て
桑
原
本
と
同
文
を
上

書
き
し
、
さ
ら
に
同
じ
位
置
に
同
文
の
傍
書
を
付
し
て
い
る
。

〔
史
料
２
〕
桑
原
本
、
意
宇
郡
飯
梨
郷
抄
文

鈔
曰
、
飯
梨

ハ
旧

ハ
在

リ
二
于
意
宇
郡

ニ
一
。
今

ハ
則
分

ツ
二
于
能

儀
ノ

郡
ニ

一
也
。
卅
二
里

ハ
今

ノ
五
里
十
二
町
。
并

セ
テ

二
乎
飯
梨

及
ヒ

引ト
シ

弘ヒ
ロ

・
実サ

ネ

松
・
矢
田
・
古
川
・
新
宮
・
富
田
・
田
原
等

ノ
村

ヲ
一
而
以
為
二
一
郷

ト
一
也
。
飯
梨
0

0

ニ
有0

二
飯
梨
大
明
神
之

0

0

0

0

0

0

祠0
ヤ
シ
ロ

一
。
故0

ニ
以
名
0

0

ク
ト

于
郷
也
。
又
冨
田
村

0

0

0

0

0

0

0

0

ニ
有0

二
都0ツ

俾0ヘ

志
呂
大

0

0

0

明
神
0

0

ノ
之
社
0

0

一
。
聞0

ク
─

是0

レ
伊
作
奈
枳
命

0

0

0

0

0

ノ

投
ナ
ク
ル
ノ二

乎0

御ミ
ツ
ヘ
ヲ杖

一
之0

所0

ナ
リ
ト

也0

。（
下
略
）

　

史
料
２
の
傍
点
が
附
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、
出
雲
歴
博
本
で
は

薄
い
墨
の
取
り
消
し
線
が
附
さ
れ
て
い
る
。
見
せ
消
し
に
な
っ
て

い
る
部
分
を
、
桑
原
本
は
傍
点
を
附
し
て
書
写
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

〔
史
料
３
〕
桑
原
本
、
島
根
郡
朝
酌
郷
、
行
間
挿
入
文

自
清
本
云
、
按
延
喜
式
祈
年

ノ
祝
詞
云
、
朝
御
食

─
能

加

牟
加
比

尓
云
々

　

風
土
記
本
文
と
抄
文
の
間
に
、
小
字
で
右
の
一
文
が
挿
入
さ
れ

て
い
る
。
出
雲
歴
博
本
で
も
ま
っ
た
く
同
じ
位
置
に

自
清
本
云
、
按
延
喜
式
祈
年

ノ
祝
詞
云
、
朝
御
食

能
加

牟
加
比

尓
云
々

と
記
さ
れ
て
い
る
。

は
白
く
塗
抹
し
て
抹
消
さ
れ
て
い
る
部

分
で
あ
る
。そ
れ
を
桑
原
本
は「

─
」と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

図２　出雲風土記抄（桑原本）
島根郡朝酌郷条
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五

　

こ
の
よ
う
に
桑
原
本
は
明
ら
か
に
出
雲
歴
博
本
と
で
き
る
だ
け

同
じ
体
裁
で
書
写
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
問
題
に
な

る
部
分
も
あ
る
。

〔
史
料
４
〕
桑
原
本
、
出
雲
郡
池
海
浜
の
抄
文

（
前
略
）
日
御
碕

①
ヨ
リ

廿
町
許

ハ
カ
リ

字
不
見

海
中

ニ
一
此
島

ノ
辺

ニ
シ
テ

②
杵
築
御

字
不
見

摛ト
ル

二

鰤
魚

ヲ
一

勝
レ
リ

其
佳
味
（
下
略
）

　

傍
線
①
は
、
出
雲
歴
博
本
で
は
、
最
初
に
「

ノ

海
中
廿
町
許
以

西
ニ

一
」
と
記
し
た
部
分
を
白
く
塗
抹
し
て
「

ヨ
リ

廿
町
許

リ
西
海

中
ニ

一
」
と
上
書
き
し
て
い
る
。
傍
線
②
も
最
初
「
捕

ル
二

杵
築

ノ

御
崎

ノ

漁
□
鰤
魚

ヲ
一　
　
　

」（

は
判
読
不
能
部
分
）
と

あ
っ
た
部
分
を
白
く
塗
抹
し
て「
杵キ

築ツ
キ

御ミ

崎サ
キ
ノ

漁ギ
ョ

子シ

摛ト
ル

鰤ブ
リ

六六

勝
レ
リ

二

其
ノ

佳
味
」
と
上
書
き
し
て
い
る
。
上
書
き
さ
れ
た
文
字
は
現
状

で
も
鮮
明
に
読
み
と
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
字
不
見
」

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
桑
原
本
の
こ
の
部
分
は
、

現
状
の
出
雲
歴
博
本
そ
の
ま
ま
の
書
写
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ

る
。

　

こ
れ
ら
の
例
も
あ
わ
せ
れ
ば
、
い
っ
た
ん
塗
抹
修
正
さ
れ
た
出

雲
歴
博
本
か
ら
桑
原
本
な
い
し
は
そ
の
直
接
の
祖
本
が
書
写
さ
れ

た
後
、
塗
抹
上
書
き
さ
れ
た
も
の
の
不
鮮
明
に
な
っ
て
い
た
部
分

の
修
正
や
、
傍
書
等
の
追
記
が
加
え
ら
れ
て
、
現
状
の
出
雲
歴
博

本
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
よ
り
精
緻
な
分
析

を
待
っ
て
検
討
し
た
い
。

　

な
お
史
料
４
の
傍
線
部
に
該
当
す
る
出
雲
歴
博
本
の
訂
正
を
継

承
し
た
写
本
は
存
在
し
て
い
る
。
後
述
す
る
望
月
本
や
藤
浪
本
で

あ
る
。
望
月
本
で
は
「
日
御
碕
在
以
西
海
中
杵
築
御
埼
漁
子
於
二

此
岐
辺
一
、
捕

ル
二

鰤
魚

ヲ
一

。
勝

レ
タ
リ

二

其
ノ

佳
味
」
と
訂
正
部
分
を

前
提
と
し
た
記
述
を
し
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
望
月
本
は
、

桑
原
本
や
出
雲
歴
博
本
の
記
述
を
、
順
序
を
変
え
た
り
、
表
現
を

省
略
し
た
り
、
改
変
し
た
り
し
て
記
し
て
い
る
部
分
が
少
な
く
な

い
。
こ
の
部
分
は
「
字
不
見
」
と
し
て
い
る
桑
原
本
で
は
な
く
、

出
雲
歴
博
本
な
い
し
は
そ
の
直
接
の
書
写
本
の
記
述
を
前
提
に
し

て
い
る
と
み
て
よ
い
。

図３　出雲風土記抄（桑原本）
出雲郡池海浜条
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二
　
望
月
本
と
そ
の
周
辺
諸
本

（
一
）
望
月
本
の
特
徴

　

望
月
本
は
島
根
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
桑
原
羊
次

郎
旧
蔵
本
（
桑
原
文
庫
）、
利
・
貞
の
二
冊
本
で
、
文
政
十
一
年

（
一
八
二
八
）
五
月
望
月
重
煕
書
写
の
奥
書
を
も
つ
写
本
で
あ
る
。

表
題
は
「
出
雲
国
風
土
記
鈔
」、
利
巻
は
楯
縫
郡
九
丁
・
出
雲
郡

一
九
丁
・
神
門
郡
一
五
丁
の
計
四
三
丁
、
貞
巻
は
飯
石
郡
一
一

丁
・
仁
多
郡
八
丁
・
大
原
郡
一
〇
丁
・
巻
末
総
記
七
丁
の
計
三
六

丁
と
な
っ
て
い
る
。「
桑
原
文
庫
」「
望
月
氏
図
書
」
の
印
が
あ
る
。

宏
雄
の
跋
は
な
い
が
、
別
筆
の
宏
雄
序
一
枚
が
利
巻
に
挟
込
ま
れ

て
い
る
。
こ
の
宏
雄
序
は
桑
原
本
と
異
な
り
、
後
述
す
る
藤
浪
本

と
同
じ
で
あ
る
。
本
来
四
冊
本
の
う
ち
の
前
半
、
意
宇
郡
・
島
根

郡
・
秋
鹿
郡
を
記
し
た
二
冊
が
欠
失
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

貞
巻
末
に
、「
右
四
本
以
茅
山
藍
氏
本
謄
写
于
臥
游
舎
南
窓
下
、

文
政
十
一
年
歳
戊
子
五
月
之
吉　

望
重
煕
」
の
奥
書
が
あ
る
。
茅

山
藍
氏
と
は
藍
川
慎
の
こ
と
で
あ
る
。
望
月
重
煕
が
藍
川
慎
所
持

本
を
書
写
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
翌
文
政
十
二
年
に
は
、
重
煕
は

藍
川
慎
の
『
茅
山
雑
筆
』
も
書
写
し
て
い
る
。「
文
政
十
二
己
丑

年
秋
九
月
十
二
有
月
臥
游
亭
南
窓
下
臨
写　

重
煕
」
と
類
似
の
奥

書
を
記
し
て
い
る
。

　

望
月
本
の
特
徴
を

出
雲
郡
健
部
郷
の
記

述
を
例
に
み
て
み
よ

う
。
一
七
〜
一
九
頁

の
史
料
10
の
諸
本
を

比
較
す
る
と
、
桑
原

本
か
ら
『
出
雲
鍬
』

所
引
本
ま
で
は
郷
名

を
健
耶
郷
と
し
て
い

る
点
は
共
通
し
て
い

る
が
、桑
原
本
に
対
し
て
望
月
本
で
は
表
現
を
大
幅
に
変
え
た
り
、

要
約
、
あ
る
い
は
省
略
し
た
り
し
て
い
る
部
分
が
少
な
く
な
い
。

ま
た
望
月
本
で
は
里
程
の
記
述
の
多
く
を
最
後
に
移
し
て
い
る
点

で
も
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
風
土
記
郷
の
近
世
村
へ
の
比

定
に
つ
い
て
は
変
え
て
い
な
い
。
地
名
の
比
定
を
本
質
部
分
と
し

て
捉
え
、
文
章
表
現
は
あ
る
程
度
自
由
に
変
更
し
て
い
る
と
い
う

特
徴
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る
神
田
本
（
俗
解
鈔
）
で
も

同
じ
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　

書
写
者
で
あ
る
望
月
重
煕
は
江
戸
定
府
の
松
江
藩
士
で
、
松
平

図４　出雲風土記抄（望月本）奥書
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七

治
郷
・
斉
恒
・
斉
貴
の
三
代
に
わ
た
り
仕
え
た
。
松
江
藩
の
『
列

士
録
』
に
よ
る
と7

、
重
煕
は
藩
主
の
参
勤
に
扈
従
し
て
た
び
た
び

松
江
に
も
下
向
し
て
い
る
。
文
政
十
一
年
四
月
に
斉
貴
に
従
っ
て

松
江
か
ら
江
戸
に
帰
府
し
、
そ
の
直
後
に
藍
川
慎
の
風
土
記
抄
を

書
写
し
た
こ
と
に
な
る
。
次
に
松
江
に
下
向
す
る
の
は
天
保
四
年

（
一
八
三
三
）
の
こ
と
な
の
で
、『
茅
山
雑
筆
』
も
江
戸
で
書
写
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
。
重
煕
に
は
そ
の
ほ
か
八
十
点
ほ
ど
の
書
写
本

が
知
ら
れ
て
い
る８

。
後
述
す
る
神
田
常
有
（
厚
敬
）
の
『
出
雲
国

孝
養
伝
』
に
も
重
煕
の
書
写
本
が
あ
る９

。

　

藍
川
慎
は
斉
恒
・
斉
貴
に
近
侍
し
た
江
戸
定
府
の
藩
医
師
で
、

茅
山
と
も
号
し
た
考
証
医
学
者
で
も
あ
る
。
松
江
藩
が
文
政
十
一

年
に
出
版
し
た
延
喜
式
（
雲
州
本
『
延
喜
式
』）
の
校
訂
作
業
を

中
心
で
担
っ
た
ほ
か
、
玄
慎
、
原
眘
、
源
藍
泉
、
源
管
占
な
ど
の

名
で
も
二
十
点
余
り
の
著
述
や
校
訂
本
を
残
し
て
い
る11

。医
学
書
、

本
草
書
が
多
い
が
、
式
内
社
の
現
地
比
定
を
試
み
た
『
雲
州
式
社

考
』（
原
眘
）11

、
新
撰
姓
氏
録
の
氏
族
を
漢
字
画
数
順
に
配
列
し
直

し
て
国
史
等
か
ら
抜
粋
し
た
関
係
史
料
を
付
し
た
『
姓
氏
一
覧
』11

な
ど
国
学
的
編
著
も
あ
る
。
そ
の
な
か
の
一
つ
が
『
茅
山
雑
筆
』

で
あ
る
。

　

『
茅
山
雑
筆
』
は
島
根
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
で
、
上
・
中
・

下
の
三
冊
。
各
冊
に
「
望
月
家
蔵
」
の
印
が
あ
る
。
上
巻
は
表
紙

に
「
茅
山
雑
筆
上
」、「
出
雲　

守　

介　

掾　

目
」「
国
造
」「
国

史
雑
」「
延
喜
式
」「
江
次
第
」
と
あ
り
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
按

察
使
、
出
雲
守
・
介
・
掾
・
目
、
郡
司
の
大
少
領
・
主
政
・
主
帳
、

出
雲
国
造
に
つ
い
て
、
史
書
・
延
喜
式
・
古
記
録
な
ど
か
ら
記
事

を
抜
粋
し
、
ま
た
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
出
雲
国
守
護
や
尼
子
氏
歴

代
、
毛
利
氏
、
堀
尾
氏
か
ら
松
平
斉
貴
ま
で
の
歴
代
松
江
藩
主
に

つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
古
代
か
ら
当
代
の
藩
主
に
至
る
出
雲
国

の
支
配
者
に
関
す
る
史
料
の
抜
粋
と
デ
ー
タ
の
記
述
に
な
っ
て
い

る
。

　

中
巻
は
表
紙
に
「
茅
山
雑
筆
中
」「
雲
人
名
簿
」
と
あ
り
、
内

容
は
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
出
雲
国
人
名
を
、
漢
字
第
一
字
の
訓
み

の
い
ろ
は
順
に
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。
事
物
を
検
索
し
や
す
い

よ
う
に
い
ろ
は
順
、
五
十
音
順
、
漢
字
の
画
数
順
な
ど
に
配
列
す

る
書
は
、
国
学
や
考
証
医
学
の
書
に
も
よ
く
み
ら
れ
る
も
の
で
、

先
述
し
た
『
姓
氏
一
覧
』
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

下
巻
は
表
紙
に
「
茅
山
雑
筆　

下
」「
雲
州
名
所
和
歌
」
と
あ
り
、

一
丁
表
に
内
題
と
し
て
「
雲
游
雑
記
巻
之
四
」、
下
に
「
源
管
占

稿
」
と
あ
る
。
藍
川
慎
は
自
著
『
搏
桑
果
図
考
』11

に
藍
川

名
で

序
、
源
管
占
名
で
跋
を
記
し
て
い
る
。
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八

　

さ
て
風
土
記
抄
望
月
本
は
江
戸
で
望
月
重
煕
が
藍
川
慎
所
持
本

か
ら
書
写
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
で
は
こ
の
出
雲
歴
博
本
・
桑
原

本
と
は
異
な
っ
た
こ
れ
ら
は
ど
こ
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

望
月
本
と
同
系
統
の
本
を
ほ
か
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。『
出

雲
鍬
』
が
引
用
す
る
風
土
記
抄
と
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
藤
浪
剛

一
旧
蔵
本
で
あ
る
。
そ
れ
を
次
に
検
討
し
た
い
。

（
二
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
藤
浪
剛
一
旧
蔵
本
（
藤
浪
本
）

　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
藤
浪
剛
一
旧
蔵
本
は
四
冊
本
で
、
表

題
は
「
出
雲
国
風
土
記
」。
藤
浪
剛
一
の
所
蔵
だ
っ
た
こ
と
を
示

す
「
藤
浪
氏
蔵
」
の
印
が
あ
る11

。
第
一
冊
は
岸
崎
序
五
丁
・
宏
雄

序
二
丁
・
出
雲
国
総
記
と
意
宇
郡
二
九
丁
、
第
二
冊
は
島
根
郡

二
四
丁
・
秋
鹿
郡
一
一
丁
、
第
三
冊
は
楯
縫
郡
五
丁
・
出
雲
郡

一
三
丁
・
神
門
郡
一
一
丁
、
第
四
冊
は
飯
石
郡
一
一
丁
・
仁
多
郡

一
○
丁
・
大
原
郡
一
三
丁
・
巻
末
総
記
九
丁
と
な
っ
て
お
り
、
宏

雄
跋
は
な
い
。

　

藤
浪
剛
一
は
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）、
旧
名
古
屋
藩
侍
医

の
家
に
生
ま
れ
た
。富
士
川
游
と
と
も
に
日
本
の
医
史
学
を
成
立
、

発
展
さ
せ
た
立
役
者
で
、
多
数
の
書
籍
を
収
集
し
て
い
る
。
そ
の

う
ち
『
乾
々
斎
架
蔵
和
書
目
録
』11

に
み
え
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
は

武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
の
所
蔵
に
な
っ
て
い
る
。
目
録
所

載
以
外
の
旧
蔵
書
は
国
立
国
会
図
書
館
に
も
少
な
か
ら
ず
所
蔵
さ

れ
て
い
る11

。
後
述
す
る
よ
う
に
、
神
田
本
も
同
じ
「
藤
浪
氏
蔵
」

の
印
が
あ
り
、
藤
浪
剛
一
旧
蔵
本
と
み
ら
れ
る
。

　

藤
浪
本
の
第
三
冊
・
第
四
冊
は
訓
点
が
ほ
と
ん
ど
附
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
除
く
と
望
月
本
の
現
存
二
冊
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
第
一
冊
・
第
二
冊
も
望
月
本
の
欠
失
巻
と
ほ
ぼ
同
一

だ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

　

藤
浪
本
と
望
月
本
で
異
同
の
あ
る
部
分
は
ほ
ぼ
誤
字
・
脱
字
の

類
で
あ
る
。
た
と
え
ば
史
料
10
と
し
て
掲
げ
た
出
雲
郡
健
部
郷
を

み
る
と
、
藤
浪
本
で
「
学
頭
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
望
月
本
で

は
「
李
頭
」
と
し
、
朱
で
「
学
」
の
訂
正
が
傍
書
さ
れ
て
い
る
。

同
様
に
藤
浪
本
の「
神
庭
」は
、望
月
本
で
は「
神
處
」、朱
で「
庭
」

の
訂
正
が
傍
書
さ
れ
て
い
る
。
桑
原
本
も
当
該
部
は
「
学
頭
」「
神

庭
」
で
あ
り
、
望
月
本
の
誤
写
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
明
ら
か
な

誤
写
が
望
月
本
に
は
多
い
。
字
句
に
関
し
て
は
、
藤
浪
本
の
方
が

良
質
と
い
え
る
。

　

な
お
藤
浪
本
の
宏
雄
序
は
出
雲
歴
博
本
・
桑
原
本
と
比
較
し
て

一
四
か
所
に
異
同
が
あ
る
。
多
く
は
字
句
表
現
の
若
干
の
違
い
だ

が
、
日
付
が
出
雲
歴
博
本
・
桑
原
本
と
も
に
「
天
和
三
陽
月
日
」
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九

で
あ
る
の
に
対
し
、
藤
浪
本
は
「
天
和
癸
亥
歳
冬
十
二
月
日
」
と

し
て
い
る
点
は
注
意
さ
れ
る
。「
陽
月
」と
は
十
月
の
こ
と
で
あ
り
、

十
月
に
岸
崎
佐
久
次
が
宏
雄
の
も
と
に
風
土
記
抄
の
原
稿
を
持
ち

込
ん
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
添
削
し
た
も
の
を
北
島
伝
之
丞
に
与

え
た
こ
と
を
記
す
出
雲
歴
博
本
・
桑
原
本
の
宏
雄
跋
は
「
天
和
三

辛
亥
臘
月
初
日
」、
つ
ま
り
天
和
三
年
十
二
月
一
日
付
と
な
っ
て

い
る
。
藤
浪
本
は
跋
を
欠
落
さ
せ
た
か
わ
り
に
、
こ
の
跋
の
日
付

を
序
の
日
付
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
望
月

本
に
挟
込
ま
れ
て
い
る
宏
雄
序
は
藤
浪
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
誤

写
と
思
わ
れ
る
異
同
が
い
く
つ
か
あ
る
。

　

藤
浪
本
に
は
奥
書
は
な
く
書
写
者
と
書
写
年
代
は
不
明
だ
が
、

岸
崎
序
五
丁
表
の
頭
に
「
自
天
平
元
文
化
五
辰
至
星
霜
千
八
十
八

年
」
の
書
入
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
こ
ろ

ま
で
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る11

。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
藤
浪

本
は
望
月
本
に
先
行
す
る
同
系
写
本
に
な
る
。
直
接
の
祖
本
に
な

る
か
は
ど
う
か
は
更
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
三
）『
出
雲
鍬
』
引
用
本

　

藤
浪
本
・
望
月
本
と
同
類
の
風
土
記
抄
文
に
『
出
雲
鍬
』
引
用

本
が
あ
る11

。
史
料
10
で
比
較
し
て
み
て
も
そ
れ
が
み
て
と
れ
る
。

桑
原
本
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。

　

『
出
雲
鍬
』
は
一
八
世
紀
半
ば
こ
ろ
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
出

雲
国
の
地
誌
で
あ
る11

。
意
宇
郡
・
能
義
郡
か
ら
は
じ
ま
っ
て
大
原

郡
ま
で
各
郡
を
記
述
す
る
が
、
意
宇
郡
を
例
に
と
る
と
出
雲
風
土

記
抄
か
ら
意
宇
郡
の
郷
・
駅
・
神
戸
一
覧
の
部
分
ま
で
を
引
用

し
、
次
に
風
土
記
に
み
え
な
い
郷
村
（
意
東
村
、
出
雲
郷
な
ど
）

や
寺
社
、
地
理
的
名
称
な
ど
に
つ
い
て
諸
書
を
引
用
し
て
述
べ
、

つ
い
で
大
草
郷11

か
ら
各
郷
に
つ
い
て
風
土
記
抄
（
風
土
記
本
文
と

抄
文
）
を
引
用
し
、
そ
の
風
土
記
の
郷
に
対
応
す
る
地
域
の
地
誌
、

寺
社
等
に
つ
い
て
諸
書
を
引
用
し
な
が
ら
記
述
し
て
い
る
。
つ
ま

り
風
土
記
抄
を
基
準
に
諸
書
の
引
用
や
独
自
情
報
を
挿
入
す
る
構

成
に
な
っ
て
い
る
。
引
用
さ
れ
る
諸
書
に
は
風
土
記
抄
の
ほ
か
、

『
延
喜
式
』『
夫
木
抄
』『
懐
橘
談
』『
陰
徳
太
平
記
』、『
隠
岐
の
す

さ
び
』『
一
宮
巡
詣
記
』『
故
事
因
縁
集
』
な
ど
、
さ
ら
に
は
寺
社
・

温
泉
地
の
由
緒
書
に
至
る
ま
で
多
様
で
あ
る
。
諸
書
か
ら
の
引
用

で
語
る
地
誌
に
な
っ
て
い
る
。

　

『
出
雲
鍬
』
引
用
本
と
藤
浪
本
・
望
月
本
は
ほ
ぼ
同
一
と
み
て

よ
い
が
、
若
干
の
違
い
も
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
出
雲
郡
杵
築
郷

の
抄
文
中
の
常
松
村
の
記
述
で
は
、
出
雲
歴
博
本
・
桑
原
本
・
藤

浪
本
・
望
月
本
い
ず
れ
も
「
古
老
伝
テ
曰
、
八
九
十
年
前
有

リ
ト

二
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一
〇

此
村

ニ
于
松
古
木
数
十
株
一
」
と
し
て
い
る
が
、「
八
九
十
年
前
」

を
『
出
雲
鍬
』
で
は
「
百
年
計
前
」
と
変
え
て
い
る
。
岸
崎
佐
久

次
が
風
土
記
抄
を
記
し
た
天
和
三
年
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
後
の

時
期
を
基
準
に
『
出
雲
鍬
』
は
百
年
ほ
ど
前
だ
と
改
変
し
た
の
で

は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
他
の
風
土
記
抄
諸
本

と
の
関
係
が
、『
出
雲
鍬
』
の
成
立
過
程
や
時
期
を
考
え
る
材
料

に
も
な
る
だ
ろ
う
。

三
　
神
田
厚
敬
（
常
有
）
と
そ
の
周
辺
諸
本

（
一
）
神
田
本
（
俗
解
鈔
）

　

こ
れ
ま
で
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
風
土
記
抄
を
み
て
き
た
が
、
そ

れ
ら
と
も
異
な
る
風
土
記
抄
が
存
在
す
る
。
島
根
大
学
附
属
図
書

館
所
蔵
の
神
田
厚
敬
書
写
書
入
本
（
神
田
本
）
で
あ
る
。

　

神
田
厚
敬
に
つ
い
て
春
日
信
風
の
『
雲
陽
人
物
志
』
で
は
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

〔
史
料
５
〕

厚
敬
、
神
門
郡
古
志
ノ
人
、
氏
ハ
神
田
、
通
称
彦
左
衛
門
、

隠
居
号
常
有
、
無
味
菴
、
俳
号
東
广
、
詩
歌
を
好
む
、
又
国

中
ノ
旧
事
ニ
委
し11

。

　

ま
た
『
出
雲
国
孝
養
伝
』
の
編
著
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る11

。
天

保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
八
十
九
歳
で
死
去
し
て
い
る11

。

　

神
田
本
は
表
紙
題
戔
を
剥
落
さ
せ
て
い
る
が
、
巻
頭
最
初
の
注

文
に
「
俗
解
鈔
曰
」
と
あ
る
の
で
、
も
と
の
表
題
は
「
出
雲
国
風

土
記
俗
解
鈔
」
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る11

。
見
返
し
に
「
乾
坤

二
巻
之
内
／
中
村
甲
文
丘
蔵
」
と
記
し
、「
守
手
之
印
」
の
朱
印

が
あ
り
、
一
丁
表
に
「
朱
櫻
岡
印
」「
藤
浪
氏
蔵
」「
紅
桜
文
庫
」

な
ど
の
印
が
あ
る
。
表
紙
に
も
「
朱
櫻
岡
印
」
の
印
が
捺
さ
れ
て

い
る
。
乾
巻
は
目
録
一
丁
・
出
雲
国
総
記
と
意
宇
郡
二
二
丁
・
島

根
郡
一
七
丁
・
秋
鹿
郡
九
丁
・
楯
縫
郡
七
丁
、
坤
巻
は
目
録
一

丁
・
出
雲
郡
一
五
丁
・
神
門
郡
一
三
丁
・
飯
石
郡
九
丁
・
仁
多
郡

九
丁
・
大
原
郡
一
〇
丁
・
巻
末
総
記
七
丁
と
な
っ
て
い
る
。
岸
崎

序
、
宏
雄
序
・
跋
い
ず
れ
も
な
い
。
巻
末
に
日
御
碕
本
奥
書
を
転

写
し
、
そ
の
後
に
「
俗
解
鈔
天
和
三
癸
亥
五
月
、
神
門
郡
司
岸
崎

佐
久
次
時
照
著
」、「
同
書
跋
者
杵
築
松
林
寺
宏
雄
法
印
」
と
あ
り
、

裏
表
紙
見
返
し
に
「
維
時
寛
政
十
二
庚
申
四
月
、
神
門
郡
古
志
郷

神
田
厚
敬
写
之
」
と
い
う
奥
書
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
貼
紙
が
あ

り
「
天
平
五
年
ヨ
リ
明
治
十
年
マ
テ
千
百
四
十
五
年
」「
天
和
三

年
ヨ
リ
同
百
九
十
五
年
」、「
天
和
三
年
」
の
注
記
と
し
て
「
岸
崎

時
照
鈔
ヲ
カ
ケ
ル
年
」
と
記
し
て
い
る
。

　
『
出
雲
国
風
土
記
』
日
御
碕
本
は
、
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
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一
一

に
名
古
屋
藩
主
徳
川
義
直
が
日
御
碕
神
社
に
寄
進
し
た
写
本
で
、

義
直
の
奥
書
が
附
さ
れ
て
い
る11

。
年
紀
が
明
確
な
も
の
な
か
で
は

慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
に
細
川
幽
斎
が
書
写
し
た
細
川
家
本
に

次
い
で
古
く
、
出
雲
国
内
で
は
最
古
の
写
本
と
み
ら
れ
て
い
る
。

加
藤
義
成
は
俗
解
鈔
系
諸
本
の
多
く
に
は
こ
の
日
御
碕
本
の
奥
書

が
附
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

　

ま
た
「
朱
櫻
岡
記
」
の
印
は
中
村
守
臣
の
蔵
書
だ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
中
村
守
臣
は
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
の
生
ま
れ
、

白
亥
翁
と
称
し
、
亀
丘
・
燕
斎
・
朱
桜
岡
と
号
し
た
。
杵
築
大
社

の
社
家
で
、
千
家
俊
信
に
師
事
し
た
。
ま
た
千
家
・
北
島
両
国
造

家
に
侍
講
と
し
て
仕
え
た11

。

　

神
田
本
は
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
神
田
厚
敬
が
書
写

し
、
そ
の
後
厚
敬
自
身
に
よ
っ
て
断
続
的
に
多
く
の
書
入
が
な
さ

れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
中
村
守
臣
の
所
蔵
す
る
と
こ

ろ
と
な
り
、
子
の
守
手
に
伝
え
ら
れ
、
そ
の
後
さ
ら
に
藤
浪
剛
一

の
手
に
渡
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

桑
原
本
と
の
内
容
の
違
い
を
史
料
10
出
雲
郡
健
部
郷
を
例
に

と
っ
て
示
し
て
み
る
。
ま
ず
郷
名
を
健
耶
郷
で
は
な
く
、
他
の
風

土
記
諸
書
写
本
に
従
っ
て
健
部
郷
と
し
て
い
る11

。桑
原
本
で
は「
此

辺
、
今

ニ
有
二
宇
屋
・
武
部
両
村
盖

シ
後
人
留

ト
ヽ
メ
テ

二
両
名

ヲ
一
呼

フ
レ
之

者
也
」
と
あ
る
部
分
を
、
神
田
本
は
「
此
辺

ニ
今
有

リ
二
宇
夜
村
一

有
二
武
部
村
一
盖
後
人
記

シ
三
本
名

ト
与

ヲ
二
改
名
一
呼

フ
二
両
村

ヲ
一
者

也
」
と
す
る
。
ま
た
桑
原
本
で
「
宇
屋
」「
武
部
」
の
両
名
を
後

人
が
留
め
て
村
名
と
し
た
と
解
説
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
元
の
名

す
な
わ
ち
「
宇
谷
（
屋
）」
と
、
改
め
た
名
「
武
部
」
＝
健
部
の

そ
れ
ぞ
れ
を
村
名
と
し
て
と
ど
め
た
と
、
よ
り
詳
し
く
説
明
す
る

表
現
に
変
え
て
い
る
。
同
様
に
、
桑
原
本
が
単
に
「
景
行
天
皇

ノ

時
ニ

置
ク

二
処

ニ々
於
健
部

ヲ一
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
「
景
行
天
皇
、

嘆
二
慕

テ
日
本
武
命
之
早
世

ヲ
一
巡

ル
レ
国

ヲ
之
時
、
置

ク
二
健
部

ヲ
於

処
ニ々

一
」
と
補
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
最
後
の
久
木
の
支
村
に
つ

い
て
も
、
桑
原
本
に
な
い
「
分

ツ
コ
ト
ハ

二
五
箇

ヲ
一
明
暦
年
中

ノ
事
也
」

を
補
い
、
さ
ら
に
「
学
頭
村

ニ
有
二
高
清
水
之
城
跡
一
。
聞

ク
米
原
・

平
内

カ
居
城

ナ
リ
ト

。
弘
治
之
比
毛
利
元
就
責
二
亡

ス
ト

之
ヲ

」
と
、
高

清
水
城
跡
に
つ
い
て
の
話
ま
で
付
け
加
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
桑
原
本
の
文
を
さ
ら
に
解
釈
し
て
、
よ
り
具
体
的

に
分
か
り
易
く
表
現
を
変
え
た
り
、
独
自
の
情
報
を
補
っ
た
り
し

て
い
る
点
が
神
田
本
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
俗
解
鈔
」
と

称
し
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
神
田
本
の
形
態
上
の
大
き
な
特
徴
は
、
夥
し
い
書
入
の
あ

る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
入
は
「
訂
正
」「
信
風
云
」「
庚
敬
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一
二

云
」
の
三
種
が
多

く
を
占
め
る
。「
庚

敬
云
」
は
神
田

厚
敬
自
身
、「
信

風
云
」
は
春
日

信
風
の
説
、「
訂

正
」
は
文
化
三
年

（
一
八
〇
六
）
に

出
版
さ
れ
た
千
家

俊
信
校
訂
の
『
訂

正
出
雲
風
土
記
』

の
こ
と
で
あ
る
。

　

春
日
信
風
は
神
門
郡
古
志
村
比
布
智
神
社
の
神
官
で
、
実
名
を

当
初
は
延
尹
と
い
っ
た
。
易
重
、
真
澄
、
織
部
、
益
躬
な
ど
と
も

称
し
た
。
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
十
六
歳
だ
っ
た
と
い
う
か

ら
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
神

祇
や
歌
学
の
研
究
の
ほ
か
『
雲
陽
人
物
志
』、『
官
社
参
詣
記
』
や

『
訂
正
出
雲
風
土
記
密
勘
』（
以
下
、
密
勘
）、『
出
雲
風
土
記
通
道

道
度
抜
書
』
な
ど
の
著
述
も
残
し
て
い
る11

。
密
勘
は
千
家
俊
信
の

『
訂
正
出
雲
風
土
記
』
を
批
判
し
て
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に

著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る11

。
神
田
本
の
「
信
風
云
」
は
こ
の
密
勘
に

拠
っ
て
い
る
部
分
が
大
き
い
。
神
田
本
に
み
え
る
「
信
風
云
」
は

計
三
五
か
所
、
う
ち
三
三
か
所
が
同
文
で
は
な
い
も
の
の
密
勘
に

記
す
内
容
に
対
応
し
て
い
る
。
一
方
、
密
勘
に
も
「
厚
敬
云
」
と

し
て
一
〇
か
所
の
記
述
が
み
え
る
。
両
者
の
間
の
風
土
記
に
関
す

る
学
問
的
交
流
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）『
訂
補
標
註
出
雲
国
風
土
記
大
成
』

　

こ
の
神
田
本
と
密
接
に
か
か
わ
る
も
の
に
、
名
古
屋
大
学
附
属

図
書
館
所
蔵
（
神
宮
皇
学
館
文
庫
）
の
『
訂
補
標
注
出
雲
国
風
土

記
大
成
』（
以
下
、
風
土
記
大
成
）
が
あ
る11

。

　

神
田
本
と
同
じ
乾
・
坤
の
二
巻
構
成
で
あ
る
。
乾
巻
は
目
録
一

丁
・
出
雲
国
総
記
と
意
宇
郡
二
五
丁
・
島
根
郡
一
一
丁
・
秋
鹿
郡

七
丁
・
楯
縫
郡
六
丁
、
坤
巻
は
目
録
一
丁
・
出
雲
郡
一
六
丁
・
神

門
郡
一
一
丁
・
飯
石
郡
八
丁
・
仁
多
郡
七
丁
・
大
原
郡
九
丁
・
巻

末
総
記
下
八
丁
・
奥
書
一
丁
で
、
巻
末
総
記
の
最
後
に
神
田
本
と

同
じ
日
御
碕
本
の
奥
書
を
記
し
て
い
る
。
岸
崎
序
、
宏
雄
序
・
跋

は
い
ず
れ
も
な
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
巻
の
内
題
の
下
に
「
本
州
古
志
郷
神
田
常
有
厚
敬

補
正
」
と
記
し
、
坤
巻
の
最
後
に
次
の
奥
書
を
付
し
て
い
る
。

図５　出雲風土記俗解抄（神田本）
出雲国総記
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　　 ─ 《論文》

一
三

〔
史
料
６
〕

風
土
記
諸
本
大
同
小
異

ナ
ル

者　

国
中
往
々
雑

リ
出
撰
二
其

善
ナ
ル

一
者
而
訂
二
補

ス
之

ヲ
一
也
、
天
保
四
年
夏
四
月
上
浣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
州
古
志
郷

�

八
十
有
八
叟
無
味
庵
常
有
撰

　

さ
ら
に
厚
敬
自
身
の
印
で
あ
る
「
無
味
菴
」「
常
有
」
の
印
を

捺
し
て
い
る
。
神
田
厚
敬
が
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
四
月
に
記

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
死
去
す
る
前
年
で
あ
る
。

　

各
巻
に
「
富
永
」「
富
永
之
印
」
と
い
う
富
永
芳
久
所
蔵
を
示

す
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
富
永
芳
久
の
蔵
書
目
録
『
楯
之
舎
書
籍

目
録
』
に
も
「
地
理
科
」
の
第
三
号
と
し
て
「
訂
補
標
柱
出
雲
風

土
記
大
成　

二
」
が
み
え
て
い
る11

。
表
紙
右
肩
上
に
「
地
、
第
三

号
、
二
冊
之
内
、
明
治
四
十
年
八
月
調
」
と
い
う
朱
印
押
の
調
票

が
貼
付
さ
れ
て
い
る
が
、
目
録
番
号
と
一
致
す
る
。
少
な
く
と
も

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
ま
で
は
富
永
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　

富
永
芳
久
は
杵
築
大
社
北
島
国
造
方
の
祢
宜
で
、
千
家
俊
信
に

国
学
を
学
び
、
本
居
内
遠
の
門
下
に
も
な
っ
た
。
芳
久
は
出
雲
国

風
土
記
を
書
き
下
し
た
『
出
雲
風
土
記
仮
字
書
』
を
出
版
し
た
が
、

『
楯
之
舎
書
籍
目
録
』
に
は
「
地
理
科
」
第
四
号
と
し
て
「
出
雲

風
土
記
仮
字
書
」（
三
冊
）
が
み
え
る
。
名
古
屋
大
学
附
属
図
書

館
所
蔵
（
神
宮
皇
学
館
文
庫
）
の
『
出
雲
風
土
記
仮
字
書
』
自
筆

稿
本
に
相
当
す
る
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
第
一
号
「
出
雲

風
土
記
」（
三
冊
）、
第
二
号
「
訂
正
出
雲
風
土
記
」（
二
冊
）、
第

五
号「
出
雲
風
土
記
参
解
草
」「
同
参
解
目
録
」「
同
参
解
目
録
語
釈
」

（
四
冊
）、第
十
号「
出
雲
風
土
記
解
」（
三
冊
）な
ど
が
み
え
る11

。『
楯

之
舎
書
籍
目
録
』
に
は
み
え
な
い
が
、
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館

（
神
宮
皇
学
館
文
庫
）
に
は
『
出
雲
国
風
土
記
参
解　

木
之
部
』『
出

雲
風
土
記
答
問
』
な
ど
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
風
土
記
研
究11

を
前
提
に
芳
久
は
自
ら
多
く
の
和
歌
を

作
り
、
歌
集
を
編
集
し
て
近
世
後
期
の
「
出
雲
歌
壇
」
を
リ
ー
ド

し
た
。『
出
雲
国
名
所
歌
集
』
を
は
じ
め
と
し
た
歌
集
は
、
出
雲

国
風
土
記
に
登
場
す
る
地
名
を
詠
ん
だ
歌
を
集
め
た
も
の
で
あ

る11

。
風
土
記
の
世
界
が
和
歌
の
形
で
当
代
と
結
び
つ
け
ら
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
風
土
記
の
受
容
と
研
究
の
た
め
に
も
風
土
記

大
成
が
芳
久
の
蔵
書
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
風
土
記
大
成
は
、
ま
ず
風
土
記
本
文
を
掲
げ
、
そ
れ
に
つ

い
て
風
土
記
抄
や
諸
説
を
あ
げ
、
ま
た
自
説
を
加
え
て
説
明
し
、

頭
書
と
し
て
『
訂
正
出
雲
風
土
記
』
な
ど
風
土
記
諸
本
と
の
異
同

や
諸
書
か
ら
の
注
記
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
は
神
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　　 ─ 《論文》

一
五

〔
史
料
８
〕
神
田
本
、
出
雲
国
総
記

俗
解
鈔
ニ
曰
、⒜
震

ハ

者
以
二

能
義
郡
母
里
郷

ヲ
一

為ス
レ

首カ
シ
ラ
ト、

坤
ハ

者
飯
石
郡
赤
穴
村
此

レ

国
之
尾
也
。
東
西
以
二

今
ノ

路
卅
六

丁
ヲ

一

考
レ
ハ

レ

廿
二
里
卅
丁
十
九
間
也
。
此

レ
ハ

者
自
二

母
里
一

到
ノ

二

赤
穴

ニ
一

道
度
也
。

⒝
南
北
以
二

今
道
一

考
レ
ハ

レ

之
ヲ

卅
里

廿
一
丁
十
三
間
也
。
此

レ
ハ

者
自
二

島
根
郡
千
酌

ノ

駅
一

経ヘ
テ

二

意

宇
郡
完
道
・
大
原
・
飯
石
・
仁
多
郡

ヲ
一

通
ス
ル

二

阿
伊

ノ

郷
備

後
国
堺

ニ
一

歟
。

　

⒜
と
⑤
、
⒝
と
⑧
が
対
応
す
る
が
、
か
な
り
表
現
を
変
え
て
い

る
。⑥
と
⑦
に
対
応
す
る
記
述
は
神
田
本
の
当
該
部
分
に
は
な
い
。

　

な
お
こ
の
部
分
は
、
風
土
記
本
文
「
東
西
宮
北
属

ス
レ
海

ニ
」
に

つ
い
て
、『
訂
正
出
雲
風
土
記
』
が
「
東
南
山
、
西
北
属
海
」
と

訂
正
し
た
こ
と
を
批
判
し
、
春
日
信
風
の
説
や
「
漢
志
」（
漢
書

律
暦
志
）
を
引
用11

し
な
が
ら
「
東
西
宮
北
属

ス
レ
海

ニ
」
で
よ
い
と

主
張
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
神
田
厚
敬
は
「
宮
」
だ
け
を
問
題

に
し
て
い
る
が
、
細
川
家
本
、
日
御
碕
本
ほ
か
、
ほ
と
ん
ど
の
諸

写
本
、ま
た
風
土
記
抄
出
雲
歴
博
本
・
桑
原
本
の
い
ず
れ
も
が「
東

西
宮
北
属
海
」
で
は
な
く
、「
東
南
宮
北
属
海
」
で
一
致
し
て
い
る
。

た
だ
し
加
藤
義
成
は
「
東
南
」
の
「
南
」
を
「
西
」
と
す
る
写
本

を
三
点
見
出
し
て
い
る
。
天
保
十
五
年
（
弘
化
元
、
一
八
四
四
）

書
写
の
明
浄
館
本
、
天
保
八
年
書
写
の
木
村
家
本
で
あ
る
が11

、
い

ず
れ
も
風
土
記
大
成
の
成
立
後
の
写
本
で
あ
る
。「
西
」
は
神
田

本
に
は
じ
ま
る
可
能
性
は
高
い
。
た
だ
し
春
日
信
風
が
「
東
南
」

の
本
文
に
よ
っ
て
意
宇
海
（
中
海
）
に
充
て
た
解
釈
を
、
神
田
厚

敬
は
「
東
西
」
と
し
た
た
め
に
中
海
と
宍
道
湖
を
指
す
「
入
海
」

に
変
更
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
春
日
信
風
と
神
田

厚
敬
は
「
宮
」
を
中
心
の
意
で
解
し
て
、「
入
海
」
を
中
心
に
据

え
た
視
点
で
風
土
記
の
描
く
出
雲
国
全
体
像
を
と
ら
え
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。

　
「
東
南
山
、
西
北
属
海
」
は
『
訂
正
出
雲
風
土
記
』
以
前
で
は
、

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
成
立
の
内
山
真
龍
『
出
雲
風
土
記
解
』

に
み
え
る
。
遠
江
の
国
学
者
内
山
真
龍
は
そ
の
前
年
に
出
雲
に
旅

行
し
、『
出
雲
風
土
記
解
』
を
記
し
た
。
真
龍
と
交
流
し
た
千
家

俊
信
は
そ
の
勧
め
も
あ
っ
て
本
居
宣
長
の
門
人
に
な
っ
た
。『
出

雲
風
土
記
解
』
が
俊
信
を
通
じ
て
杵
築
大
社
に
奉
納
さ
れ
た
の
が

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
の
こ
と
で
あ
る11

。『
訂
正
出
雲
風
土
記
』

の
校
訂
が
こ
の
『
出
雲
風
土
記
解
』
に
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

出
雲
国
風
土
記
諸
本
の
比
較
検
討
を
行
っ
た
加
藤
義
成
に
よ
っ
て

指
摘
さ
れ
て
い
る11

。『
出
雲
風
土
記
解
』『
訂
正
出
雲
風
土
記
』
に

よ
っ
て
訂
正
さ
れ
た
「
東
南
山
、
西
北
属
海
」
が
、
そ
の
後
の
近
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一
六

現
代
の
出
雲
国
風
土
記
校
訂
本
や
注
釈
本
に
踏
襲
さ
れ
て
い
く11

。

　

で
は
『
出
雲
風
土
記
解
』
の
こ
の
部
分
は
何
に
拠
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。内
山
真
龍
が
天
明
六
年
に
出
雲
に
旅
し
た
時
の
紀
行
文『
出

雲
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
伊
勢
の
国
学
者
谷
川
士
清
か
ら
『
出
雲
国

風
土
記
』
を
借
り
た
こ
と
が
大
き
な
動
機
と
な
っ
た
と
記
し
て
い

る
。
こ
の
谷
川
士
清
本
の
写
本
は
現
存
し
て
い
る
。
本
居
宣
長
記

念
館
所
蔵
の
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
本
居
宣
長
書
写
本
で
あ
る
。

巻
末
に
『
万
葉
緯
』
序
を
引
用
し
た
後
に
記
さ
れ
て
い
る
奥
書
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
史
料
９
〕

右
万
葉
緯
小
序　

寛
保
癸
亥
八
月　

以
此
本
校
合

�

谷
川
士
清
蔵

右
出
雲
国
風
土
記
一
巻
以
谷
川
氏
本
書
写
畢

明
和
八
年
辛
卯
十
月
四
日�

伊
勢
人
本
居
宣
長
（
花
押
）

　

こ
の
宣
長
本
は
当
該
部
分
を
「
東
南
宮
北
属
海
」
と
し
、「
宮
」

の
右
に
「
陸

カ
」
と
傍
書
し
、
さ
ら
に
そ
の
右
に
「
山
西
」
と
書

き
加
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
宣
長
本
を
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）

十
二
月
に
荒
木
田
経
雅
が
書
写
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
天
明
三
年

（
一
七
八
三
）
に
荒
木
田
末
寿
が
書
写
し
て
林
崎
文
庫
に
納
め
た

写
本
が
伊
勢
の
神
宮
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る11

。
こ
の
荒
木
田
末

寿
書
写
本
で
は
、
当
該
部
分
に
「
山
西
」
の
傍
書
は
み
え
な
い
。

宣
長
本
の
「
山
西
」
は
安
永
七
年
以
降
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の

で
、
谷
川
本
で
は
「
宮
」
に
「
陸
」
の
傍
書
の
み
だ
っ
た
可
能
性

が
高
い
。
こ
の
表
記
は
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
こ
ろ
成
立
し
た

今
井
似
閑
の『
万
葉
緯
』巻
十
五「
出
雲
国
風
土
記
」に
も
み
え
る
。

谷
川
士
清
は
今
井
似
閑
の
弟
子
樋
口
宗
武
に
学
ん
で
い
る
。
士
清

は
宗
武
を
通
じ
て
『
万
葉
緯
』
を
閲
し
た
と
思
わ
れ
る11

。
谷
川
本

の
こ
の
部
分
は
『
万
葉
緯
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
み
て
よ
い

だ
ろ
う11

。
い
ず
れ
に
せ
よ
『
出
雲
風
土
記
解
』
の
「
東
南
山
西
北

属
海
」
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
校
訂
の
根
拠
は
今
後
の
課
題

と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
「
宮
」
と
「
山
西
」
の
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
を
論
じ

る
わ
け
で
は
な
い
。『
訂
正
出
雲
風
土
記
』
な
ど
定
着
し
た
テ
キ

ス
ト
が
ど
の
よ
う
に
確
定
さ
れ
て
き
た
か
、
と
く
に
諸
写
本
を
訂

正
し
て
い
っ
た
根
拠
を
検
証
し
直
す
必
要
と
、
字
句
の
校
訂
も
解

釈
に
基
づ
く
部
分
が
あ
り
、
そ
の
背
後
に
み
え
る
校
訂
者
た
ち
の

思
想
、
出
雲
国
や
地
域
の
姿
の
現
在
と
古
代
に
対
す
る
認
識
を
読

み
解
く
素
材
に
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
に
と
ど
め

て
お
く
。
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　　 ─ 《論文》

一
七

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
島
根
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
桑
原
本
、
望
月
本
、

神
田
本
を
中
心
に
、
そ
れ
ら
と
関
係
す
る
出
雲
歴
博
本
、
藤
浪
本
、

『
出
雲
鍬
』
所
引
文
を
比
較
検
討
し
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
類
で
き
る
こ
と
、
風
土
記
大
成
所
引
文
は
そ
れ
ら
と
も
異

な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
い
ず
れ
も
地
名
の
比
定

は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
で
、
里
程
や
表
現
を
省
略
し
た
り
記
述
位
置
を

変
え
た
り
す
る
改
変
を
行
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
独
自
内
容
を
付

加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
地
名
の
現
地
比
定
、
換
言
す
れ
ば
当
代
の

郷
村
・
寺
社
な
ど
と
風
土
記
と
の
結
び
つ
き
こ
そ
が
風
土
記
抄
の

根
幹
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
解
釈
に
よ
る
多
少
の
改
変
や
情
報
の

付
加
は
あ
っ
て
も
よ
い
と
し
て
受
容
さ
れ
、
継
承
さ
れ
て
き
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。風
土
記
抄
自
体
が
、歴
史
的
に
多
様
性
を
も
っ

て
変
化
し
て
き
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
他
の
諸
本
の
内
容
調
査
を

ふ
ま
え
て
、
さ
ら
に
そ
の
多
様
性
と
変
化
の
内
容
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
風
土
記
が
ど
の
よ
う
に
出
雲
の

地
域
社
会
の
中
に
受
容
さ
れ
、
古
代
意
識
の
形
成
に
つ
な
が
っ
て

い
っ
た
か
を
考
え
る
素
材
に
な
っ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

〔
史
料
10
〕
諸
本
、
出
雲
郡
健
部
郷
（
健
耶
郷
）
抄
文
諸
本

＊
桑
原
本
・
望
月
本
・
藤
波
本
の
傍
線
（
実
線
）
部
は
、
位

置
が
異
な
っ
て
い
る
部
分
。
桑
原
本
の
傍
線
（
波
線
）
部
は

望
月
本
・
藤
浪
本
に
み
え
な
い
部
分
。
神
田
本
の
傍
線
（
二

重
線
）
は
他
本
に
み
え
な
い
部
分
。

Ａ
桑
原
本
、
健
耶
郷

鈔
云
、
一
十
二
里
二
百
廿
四
歩

ハ

今
ノ

二
里
三
町
四
十
四
間

ナ
リ

。

此
郷

ハ
并

テ
二
於
神カ

ン

庭バ

村
・
羽ハ

根ネ

村
・
武
部
・
学
頭
・
吉
成
等

ヲ
一
以

テ

為
二
健
耶

ノ
郷

ト
一
也
。
神
庭
村
中

ニ
有
二
宇
夜
村
一
。
或

人
曰

ク
、

此
記
六
箇
耶
字

ハ
部

ノ
字
魯
魚

カ
乎
。
按

ス
ル
ニ

、
景
行
天
皇

ノ

時
ニ

置
ク

二
処

ニ々
於
健
部

ヲ
一
。
有
二
本
朝
姓
氏
録

ニ
健
部
氏
姓
一
。

益〳
〵

─

知
ン
ヌ

、
宇
夜

ハ
者
、
上
古

ノ
称

ヲ
景
行
以
後
名

ク
ハ

二
健
部

ノ

郷
ト

一
者

ナ
ル
コ
ト

、
今

ニ
記

ノ
趣

モ
亦
見

ミ
ヘ
タ
リ

二
于
然シ

カ
一
矣
。
而

モ

此
辺
、

今
ニ

有
二

宇
屋
・
武
部
両
村
盖

シ

後
人
留

ト
ヽ
メ
テ

二

両
名

ヲ
一

呼
フ

レ

之
者

也
。
錐
レ

尓
、
従
来

ノ

之
誤
字
、
強

テ

今
マ
テ

不
レ

克ア
タ
ハ

改
コ
ト

レ

之
。

且
ツ

─

記
シ
テ

以
俟マ

ツ
二

後
世

ノ

是
正

ヲ
一

耳ノ
ミ

。
又
有
二
此
郷

ノ
北

ニ
庄
原
・

久ヒ
サ
ギ木

ノ
両
村
一
。
是
─

等
ハ

、
上
古

ハ
水
沢

ノ
中

ナ
リ

。
近
世
、
埋

テ

成
ル

二
民
居

ト
一
。
福
冨
・
黒ク

ロ

目メ

・
澳ヲ

キ

洲ノ
ス

・
中
村
、
是
─

亦
久
木

ノ

之
支シ

村
也
。
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一
八

Ｂ
望
月
本
、
健
耶
郷

鈔
云
、
此
郷

ハ
併

テ
二
於
神
庭
・
羽
根
・
武
部
・
学
頭
・
吉
成
等

ヲ

以
為

ス
二
一
郷

ト
一
。
神
庭

ノ
中

ニ
有
二
宇
夜
村
一
。
按

ル
ニ

本
文
六
箇

耶
字

ハ
当

ニ　シ
レ

作
二
部
字
一
耶
。
景
行
天
皇
時
置
二
処
々
于
健
部

ヲ
一
。

故
本
朝
姓
氏
録

ニ
有
二
健
部
氏
姓
一
。
知

ヌ
宇
夜
上
古

ノ
称

ニ
シ
テ

景

行
後

ハ
以
二
健
部

ヲ
一
為ス

ル
レ
郷
者
歟カ

。
記

シ
テ

趣
キ

尓
見

タ
リ

矣
。
今
此

郷
北

ニ
有
二
庄
原
・
久
木
・
福
富
・
黒
目
・
澳
洲
・
中
村
等
一
。

一
十
二
里
二
百
二
十
四
歩

ハ

今
ノ

二
里
三
町
余

ナ
リ

。

Ｃ
藤
浪
本
、
健
耶
郷

鈔
云
、
此
郷
併
於
神
庭
・
羽
根
・
武
部
・
学
頭
・
吉
成
等
以
為

一
郷
。
神
庭
中
有
宇
夜
村
。
按
本
文
六
箇
耶
字
当
作
部
字
耶
。

景
行
天
皇

ノ
時
豊
処
々
于
健
部
。
故
本
朝
姓
氏
録
有
健
部
氏
姓
。

知
ヌ

宇
夜
上
古

ノ
称
、景
行
後
以
健
部
為
郷
者
歟
。記
趣
尓
見
矣
。

今
此
郷
北
有
庄
原
・
久
木
・
福
富
・
黒
目
・
澳ヲ

キ

洲
・
中
村
等
。

一
十
二
里
二
百
廿
四
歩
、
今
二
里
三
町
余

ナ
リ

。

Ｄ
『
出
雲
鍬
』
出
雲
郡
健
耶
郷
所
引
文

鈔
ニ
曰
、
此
郷
併
二
於
神
庭
・
羽
根
・
武
部
・
学
頭
・
吉
成
等
一

以
為
二
一
郷

ト
一
。神
庭
ノ
中

ニ
在
二
宇
夜
村
一
。按

ニ
本
文
之
六
箇

ノ

耶
字
作
二
部
字

ニ
一
耶
。
景
行
天
皇
ノ
時
置
二
所

ニ々
于
健
部

ヲ
一
。

有
二
本
朝
ノ
姓
氏
録
ニ
健
耶
氏
姓

ア
リ

知
ン
ヌ

、
宇
夜
上
古
称

ニ
シ
テ

景
行
之
後
以
健
部
為
郷
者
歟
。
記

ノ
趣

ニ
尓
見

リ
矣
。
今
此
郷
ノ

北
ニ

有
庄
原
・
久
木
・
黒
目
・
澳ヲ

キ

洲ノ
ス

・
中

ノ
洲
等
。
一
十
二
里

二
百
廿
四
歩
ハ
今
之
二
里
三
町
余
也
。

Ｅ
神
田
本
、
健
部
郷

鈔
ニ

曰
、
正
東
一
十
二
里
二
百
廿
四
歩
者
今

ノ

二
里
三
町

四
十
四
間
也
。
神
庭
・
羽
根
・
武
部
・
学
頭
・
吉
成
村
合

テ
レ

此
ヲ

以
為
二
一
郷

ト
一
矣
。
神
庭

ノ
中

ニ
有
二
宇
夜
村

ト
云
処
一
也
。

或
人

曰
、
記

ノ
文
六
箇

ノ
耶

ノ
字
恐

ク
ハ

誤
ル

二
部

ノ
字

ヲ
一
乎
。
其
故

ハ

景
行
天
皇
嘆
二

慕
テ

日ヤ
マ
ト本

武タ
ケ

命
之
早
世

ヲ
一

巡
ル

レ

国
ヲ

之
時
、置

ク
二

健
部

ヲ
於
処

ニ々
一
。
由

テ
ナ
リ

二

之
叡
勅
一

也
。
案

ル
ニ

二
姓
氏
録

ヲ
一

有
ル
コ
ト

二
健
部

ノ
姓
氏
一
。
此
謂
也
、
然

レ
ハ

則
宇
夜

ハ
者
、
上
古

ノ

称
ニ
シ
テ

而
健
部
者
景
行
以
後

ノ
名

カ
乎
。此

ノ
記
文

ノ
趣

モ
亦
是
然

カ

見
タ
リ

矣
。
此
辺

ニ
今
有

リ
二
宇
夜
村
一
有
二
武
部
村
一
盖
後
人
記

シ
三

本
名

ト
与

ヲ
二
改
名
一
呼

フ
二
両
村

ヲ
一
者
也
。
錐
レ
然

ト
上
古
之
事
文

献
不
レ
足
、
故

ニ
不
レ
能
二
適
従

ス
ル
コ
ト

一
聊

カ
記

シ
テ

レ
之

ヲ
以
俟

ツ
二

後
ノ

学
者

ヲ
一
耳ノ

ミ

。
此
郷

ノ
北

ニ
有
二
庄
原
・
久
木

ノ
両
村
一
。
蓋
上

古
ハ

海
中
水
沢

ニ
シ
テ

中
世
成
二
村
里

ト一
。故

ニ

不
ル

レ

見
ヘ

二

此
記

ニ
一

乎カ

。
久
木

ニ

多
シ

二

支
村
一

。
福
冨
・
黒
目
・
澳ヲ

キ
ノ

洲ス

・
中

ノ
洲
是

也
。
分

ツ
コ
ト
ハ

二

五
箇

ヲ
一

明
暦
年
中

ノ

事
也
。
学
頭
村

ニ

有
二

高
清

水
之
城
跡
一

。
聞

ク

米
原
・
平
内

カ

之
居
城

ナ
リ
ト

。
弘
治
之
比
毛
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　　 ─ 《論文》

一
九

利
元
就
責
二

亡
ス
ト

之
ヲ

一

。

Ｆ
風
土
記
大
成
、
出
雲
郡
健
部
郷
所
引
文

鈔
曰
、
神
庭
・
羽
根
・
武
部
・
学
頭
・
吉
成
村
等
也
。
神
庭

ノ

中
ニ

有
二
宇
夜
村

ト
云
処
一
。
然

ル
ニ

云
二
健
部
一
者
、
景
行
天
皇
嘆
二

慕
テ

日ヤ
マ
ト
タ
ケ

本
武
命
之
早
世

ヲ
一
置

ク
二
健
部

ヲ
於
諸
国

ニ
一
、由

テ
レ
之
也
。

此
郷

ノ
北

ノ
方

有
ニ
庄
原
・
久
木
里
一
。
上
古
海
中

ノ
水
沢
也
。

注１　

と
く
に
古
写
本
で
脱
落
し
て
い
る
島
根
郡
の
神
社
を
補
訂
し
て
い

る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
だ
が
、
そ
の
根
拠
が
問
題
と
さ
れ
る
（
平
野

卓
治
「『
出
雲
国
風
土
記
』
の
写
本
に
関
す
る
覚
書
」（
島
根
県
古
代

文
化
セ
ン
タ
ー
『
古
代
文
化
研
究
』
四
、一
九
九
六
年
）
ほ
か
）。

２　

『
出
雲
風
土
記
抄
』
の
詳
細
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
大
日
方

克
己
「
岸
崎
佐
久
次
と
『
出
雲
風
土
記
抄
』」（『
社
会
文
化
論
集
』
六
、

二
〇
一
〇
年
）
で
論
じ
た
。

３　

国
文
学
研
究
資
料
館
『
兼
永
本
古
事
記
・
出
雲
国
風
土
記
抄　

Ｃ
Ｄ
─

Ｒ
Ｏ
Ｍ
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）、
大
日
方
克
己
『
翻

刻
桑
原
家
本
『
出
雲
風
土
記
抄
』』（『
山
陰
研
究
』
七
号
別
冊
、

二
〇
一
五
年
）。

４　

大
日
方
克
己
、
前
掲
注
３
翻
刻
。

５　

加
藤
義
成
『
校
本
出
雲
国
風
土
記
』
参
考
編
第
一
部
「
諸
本
の
系

統
」・
第
二
部
「
諸
本
概
説
」（
出
雲
国
風
土
記
研
究
会
、
一
九
六
八

年
）、
同
「
島
根
県
下
に
伝
存
す
る
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
写
本
に

つ
い
て
」（『
出
雲
国
風
土
記
論
究
』上
、島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
、

一
九
九
五
年
、
初
出
一
九
七
二
年
）。

６　

野
々
村
安
浩
「
資
料
調
査　

出
雲
国
風
土
記
写
本
の
調
査

（
一
）」（『
古
代
文
化
研
究
』
一
二
、二
〇
〇
四
年
）、
同
「
資
料
調

査　

出
雲
国
風
土
記
写
本
の
調
査
（
二
）」（『
古
代
文
化
研
究
』

一
三
、二
〇
〇
五
年
）。
同
「
資
料
調
査　

出
雲
国
風
土
記
写
本
の
調

査
（
六
）」（『
古
代
文
化
研
究
』
一
七
、二
〇
〇
九
年
）。

７　

『
列
士
録
』
五
代
目
望
月
圓
次
の
項
。『
列
士
録
』
は
島
根
県
立

図
書
館
所
蔵
、
同
館
翻
刻
に
よ
る
。

８　

望
月
重
煕
と
そ
の
書
写
本
に
つ
い
て
は
小
林
准
士
氏
の
御
教
示
に

よ
る
。

９　

島
根
県
立
図
書
館
所
蔵
（091.5/1

）。

10　

藍
川
慎
と
そ
の
著
述
、
学
問
に
つ
い
て
は
大
日
方
克
己
「
雲
州
本

『
延
喜
式
』
と
藍
川
慎
」（『
社
会
文
化
論
集
』
一
一
、二
〇
一
五
年
）。

11　

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
池
底
叢
書
』
八
、
無
窮
会
（
神
習
文
庫
）

所
蔵
『
玉
麓
』
二
九
所
収
。
活
字
本
と
し
て
は
『
神
祇
全
書
』
五
（
神

宮
奉
斎
会
、
一
九
〇
六
年
）。

12　

国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）・
無
窮
会
（
神
習
文
庫
）・
静
嘉
堂

文
庫
・
西
尾
市
立
岩
瀬
文
庫
所
蔵
。

13　

慶
応
義
塾
図
書
館（
魚
菜
文
庫
）、都
立
中
央
図
書
館（
加
賀
文
庫
）

な
ど
所
蔵
。

14　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（http://dl.ndl.

go.jp/info:ndljp/pid/2568257　

確
認
日
二
〇
一
五
年
十
一
月
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二
〇

二
十
六
日
）。

15　

藤
浪
和
子『
乾
々
斎
架
蔵
和
書
目
録
』（
藤
浪
和
子
、一
九
四
三
年
）。

な
お
こ
の
目
録
に
は
風
土
記
関
係
の
書
は
み
え
な
い
。

16　

藤
浪
剛
一
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
編
『
日
本
書
誌
学
大

系
70　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
書
印
譜
』（
青
裳
堂
書
店
、一
九
九
五
年
）

「
藤
浪
剛
一
」
の
項
を
参
照
。

17　

た
だ
し
天
平
元
年
（
七
二
九
）
か
ら
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
ま

で
は
一
〇
七
九
年
間
で
あ
る
。
ま
た
全
体
に
朱
の
訂
正
が
入
っ
て
い

る
が
、
文
化
三
年
出
版
の
『
訂
正
出
雲
風
土
記
』
に
拠
っ
た
と
み
ら

れ
る
訂
正
が
あ
る
。

18　

『
松
江
市
史
』
史
料
編
五
近
世
一
（
松
江
市
、
二
〇
一
一
年
）。

底
本
は
売
布
神
社
所
蔵
本
。

19　

朝
山
晧
「
出
雲
の
地
誌
」『
出
雲
国
風
土
記
と
そ
の
周
辺
』（
島
根

県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
九
年
、
初
出
一
九
三
二
年
）、
前

掲
注
18『
松
江
市
史
』史
料
編
五
近
世
一「
解
説
」（
小
林
准
士
執
筆
）。

20　

な
お
出
雲
国
風
土
記
の
意
宇
郡
母
理
郷
か
ら
舎
人
郷
は
、
近
世
の

能
義
郡
に
あ
た
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、『
出
雲
鍬
』
で
は
意
宇
郡

に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

21　

『
雲
陽
人
物
志
』
は
島
根
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
に
拠
っ
た
。

22　

『
出
雲
国
孝
養
伝
』
諸
本
の
巻
末
に
は
い
ず
れ
も
「
文
政
十
一
年

暮
春
中
院
、
雲
州
古
志
郷
無
味
菴
常
有
書
」
と
あ
る
。
島
根
県
立
図

書
館
所
蔵
の
天
保
四
年
望
月
重
煕
書
写
本
（0915/1ロ

）
に
は
、「
無

味
菴
常
有
と
申
す
者
、
俗
称
上
古
志
村
彦
左
衛
門
、
天
徳
屋
良
三
郎

祖
父
、
天
保
五
壬
午
年
、
九
十
歳
に
て
世
を
終
る
。
此
出
雲
国
孝
養

伝
ハ
文
化
よ
り
文
政
の
頃
、
十
郡
々
家
へ
行
き
郡
役
人
ニ
尋
、
先
年

よ
り
郡
村
の
孝
行
も
の
を
書
集
一
冊
を
著
作
し
、
十
郡
下
郡
并
松
江

両
町
の
大
年
寄
へ
一
部
宛
配
分
す
る
の
由
、
安
政
七
庚
申
の
暮
春
神

門
郡
々
役
人
よ
り
書
出
し
是
に
記
し
置
な
り
」
と
、
そ
の
成
立
や
流

布
の
事
情
が
追
記
さ
れ
て
い
る
。

23　
『
出
雲
国
孝
養
伝
』
望
月
重
煕
書
写
本
の
安
政
七
年
（
万
延
元
年
、

一
八
六
〇
）
追
記
（
注
22
）
で
は
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に

九
十
歳
で
死
去
し
た
と
し
て
い
る
が
、島
根
県
立
図
書
館
の
別
本（
曽

091.5/1ロ
/1

〜4

）
仁
之
巻
、
見
返
し
の
貼
紙
に
天
保
六
年
三
月
晦

日
付
で
「
良
三
郎
祖
父
去
十
一
月
末
、
八
十
九
歳
ニ
而
病
死
い
た
し

候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
に
よ
り
『
訂
補
標
註
出
雲
国
風
土
記
大

成
』
の
天
保
四
年
四
月
付
奥
書
で
は
神
田
常
有
自
ら
「
八
十
有
八
叟
」

と
記
し
て
い
る
の
で
、
死
去
し
た
と
き
の
年
齢
は
八
十
九
歳
と
し
て

よ
い
。

24　

加
藤
義
成
、
前
掲
註
５
論
文
。

25　

日
御
碕
本
の
奥
書
は
次
の
と
お
り
（
秋
元
吉
徳
編
『
出
雲
国
風
土

記
諸
本
集
』（
勉
誠
社
、
一
九
七
四
年
）
の
影
印
に
よ
る
）。

日
本
風
土
記
六
十
六
巻
、
今
纔
存
出
雲
国
記
一
冊
而
已
、
号
神

国
之
徴
兆
也
、
依
為
当
国
之
霊
物
、
奉
寄
進
日
御
碕
社
者
也

�

寛
永
十
一
年
秋
七
月
日　
　

�

従
二
位
行
権
大
納
言　
　

�

源
朝
臣
義
直
（
花
押
）

　
　

神
田
本
で
は
「
風
土
記
尾
州
太
守
義
直
卿
日
御
碕
社
御
寄
附
之
書

曰
」
と
し
て
右
と
同
文
を
記
し
て
い
る
。

26　

中
村
守
臣
と
子
の
守
手
に
つ
い
て
は
、
西
岡
和
彦
「
幕
末
出
雲
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　　 ─ 《論文》

二
一

大
社
の
祭
神
論
」『
近
世
出
雲
大
社
の
基
礎
的
研
究
』（
原
書
房
、

二
〇
〇
四
年
）。

27　

細
川
家
本
、
日
御
碕
本
な
ど
多
く
の
風
土
記
写
本
は
「
健
部
郷
」

と
す
る
。「
健
耶
郷
」
と
す
る
の
は
桑
原
本
、
望
月
本
系
風
土
記
抄

と
万
葉
緯
本
で
あ
る
。
た
だ
し
万
葉
緯
本
は
「
耶
」
を
「
部
」
に
訂

正
し
て
い
る
。

28　

春
日
信
風
に
つ
い
て
は
、
朝
山
晧
「
春
日
信
風
」（
前
掲
注
19
書

所
収
、
初
出
一
九
三
〇
年
）、
水
野
裕
『
出
雲
国
風
土
記
論
攷
』
第

壱
篇
緒
論
第
一
節
「『
出
雲
国
風
土
記
』
研
究
史
概
説
」（
東
京
白

川
書
院
、
一
九
八
三
年
）、
関
和
彦
「
春
日
信
風
の
基
礎
的
考
察
」

（『
古
代
出
雲
の
深
層
と
時
空
』、
同
成
社
、
二
〇
一
四
年
、
初
出

二
〇
一
一
年
）。

29　

『
訂
正
出
雲
風
土
記
密
勘
』
に
つ
い
て
は
、
朝
山
晧
「
春
日
信
風

の
「
出
雲
風
土
記
校
訂
」」（
前
掲
注
19
書
所
収
、
初
出
一
九
三
〇
年
）。

本
稿
で
は
密
勘
の
テ
キ
ス
ト
は
無
窮
会
所
蔵
（
神
習
文
庫
）『
玉
簏
』

所
収
本
に
拠
っ
た
。

30　

名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
「
名
大
シ
ス
テ
ム
古
典
籍
内
容
記
述
的

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://libst1.nul.nagoya-u.ac.jp/cgi-bin/

w
akan/w

a.cgi?i=j1040　

確
認
日
二
〇
一
五
年
十
一
月
二
十
六

日
）。

31　

中
澤
伸
弘
「
富
永
芳
久
旧
蔵
『
楯
之
舎
書
籍
目
録
』
の
一
考
察
─

近
世
後
期
の
社
家
蔵
書
の
一
斑
─
」（『
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究

所
紀
要
』
九
七
、二
〇
〇
六
年
）。

32　

水
野
裕
、
前
掲
注
28
論
文
に
よ
る
と
、
水
野
裕
は
一
九
四
五
年
二

月
に
東
京
神
田
の
書
店
を
通
じ
て
「
名
古
屋
の
さ
る
古
書
肆
」
よ
り

富
永
芳
久
旧
蔵
の
出
雲
国
風
土
記
関
係
の
古
書
類
を
一
括
購
入
し
た

と
い
う
。
そ
の
な
か
に
『
出
雲
風
土
記
』（
慶
長
二
年
の
古
写
本
の

富
永
芳
久
書
入
校
合
の
写
本
二
冊
）、『
出
雲
風
土
記
参
解
草
』（
二
冊
、

自
筆
稿
本
）、『
出
雲
風
土
記
参
解
目
録
』（
一
冊
、
自
筆
稿
本
）、『
出

雲
風
土
記
参
解
目
録
語
釈
』（
一
冊
、
自
筆
稿
本
）、『
出
雲
風
土
記
解
』

（
三
冊
）が
含
ま
れ
て
い
た
が
、同
年
八
月
二
日
の
空
襲
で『
目
録
』『
語

釈
』
を
除
い
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
の
う
ち
、『
参
解
草
』

『
目
録
』『
語
釈
』
の
四
冊
に
は
い
ず
れ
も
表
紙
の
右
肩
上
に
「
地
、

第
五
号
、
四
冊
之
内
、
明
治
四
十
年
八
月
調
」
と
い
う
朱
印
押
の
調

票
が
貼
付
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
も
『
楯
之
舎
書
籍
目
録
』
の

番
号
に
一
致
し
て
い
る
。
な
お
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
（
神
宮
皇

学
館
文
庫
）
の
『
出
雲
風
土
記
仮
字
書
』（
三
冊
、
自
筆
稿
本
）
に

は
表
紙
右
肩
上
に
調
票
が
貼
っ
て
あ
っ
た
よ
う
な
痕
跡
が
認
め
ら
れ

る
（
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
「
名
大
シ
ス
テ
ム
古
典
籍
内
容
記
述

的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」http://libst1.nul.nagoya-u.ac.jp/cgi-bin/

w
akan/w

a.cgi?i=j1043　

確
認
日
二
〇
一
五
年
十
一
月
二
十
六

日
）。
以
上
か
ら
す
る
と
、『
楯
之
舎
書
籍
目
録
』
に
基
づ
い
て
調
票

が
貼
付
さ
れ
た
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
以
降
に
、
こ
れ
ら
神
宮

皇
学
館
文
庫
本
や
水
野
裕
入
手
本
が
一
括
し
て
流
出
し
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。

33　

富
永
芳
久
の
風
土
記
研
究
に
つ
い
て
は
、
水
野
裕
、
前
掲
注
28
。

34　

蒲
生
京
子
「
富
永
芳
久
と
出
雲
の
名
所
」（
芦
田
耕
一
・
蒲
生

京
子
『
出
雲
国
名
所
歌
集
─
翻
刻
と
解
説
─
』、
ワ
ン
・
ラ
イ
ン
、

二
〇
〇
六
年
）、
中
澤
伸
弘
『
徳
川
時
代
後
期
出
雲
歌
壇
と
國
学
』（
錦
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二
二

正
社
、
二
〇
〇
七
年
）。

35　

『
漢
書
』
律
暦
志
一
上
に
「
宮
、
中
也
、
居
中
央
。
暢
四
方
、
唱

始
施
主
、
為
四
声
綱
也
」
と
あ
る
。

36　

加
藤
義
成『
校
本
出
雲
国
風
土
記　

全
』（
出
雲
国
風
土
記
研
究
会
、

一
九
六
八
年
）。

37　

小
山
正
『
内
山
真
龍
の
研
究
』（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、

一
九
七
九
年
、
初
版
一
九
五
〇
年
）

38　

加
藤
義
成
、
前
掲
注
５
。

39　

島
根
県
皇
典
講
究
分
所
『
出
雲
風
土
記
』（
一
九
一
一
年
）、
同
『
校

定
出
雲
国
風
土
記
』（
一
九
二
九
年
）、
後
藤
蔵
四
郎
『
出
雲
国
風
土

記
考
証
』（
大
岡
山
書
店
、
一
九
二
五
年
）、
田
中
卓
「
校
訂
出
雲
国

風
土
記
」（『
出
雲
国
風
土
記
の
研
究
』、
出
雲
大
社
御
遷
宮
奉
賛
会
、

一
九
五
三
年
、『
田
中
卓
著
作
集
』
八
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
八

年
、
に
再
録
）、
加
藤
義
成
『
修
訂
出
雲
国
風
土
記
参
究
』（
改
訂
四

版
、
松
江
今
井
書
店
、
一
九
九
二
年
、
初
版
一
九
五
七
年
）、
秋
元

吉
郎
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系　

風
土
記
』
所
収
「
出
雲
国
風
土

記
」（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
）、
田
中
卓
校
注
『
神
道
大
系　

風

土
記
』所
収「
出
雲
国
風
土
記
」（
神
道
大
系
編
纂
会
、一
九
九
四
年
）、

植
垣
節
也
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

風
土
記
』
所
収

「
出
雲
国
風
土
記
」（
小
学
館
、一
九
九
七
年
）、荻
原
千
鶴
全
訳
注『
出

雲
国
風
土
記
』（
学
術
文
庫
、
講
談
社
、
一
九
九
九
年
）、
関
和
彦
『
出

雲
国
風
土
記
註
論
』（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）、
杉
本
直
樹
注
訳

『
出
雲
国
風
土
記
注
釈
』（
新
典
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
島
根
県
古
代

文
化
セ
ン
タ
ー
編
『
解
説
出
雲
国
風
土
記
』（
第
二
版
、
今
井
書
店
、

二
〇
一
四
年
）
な
ど
。
沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
編
著
『
出
雲

国
風
土
記
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
だ
け
は
、
細
川
家
本

ど
お
り
「
東
南
宮
、
北
属
海
」
と
し
て
、
と
く
に
校
異
注
は
附
し
て

い
な
い
。

40　

加
藤
義
成
、
注
５
論
文
で
は
「
林
崎
文
庫
本
」
と
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
奥
書
は
次
の
通
り
。

右
万
葉
緯
小
序　

寛
保
癸
亥
八
月　

以
此
本
校
合

�

谷
川
士
清
蔵

右
出
雲
国
風
土
記
一
巻
以
谷
川
氏
本
書
写
畢

�

明
和
八
年
辛
卯
十
月
四
日　

伊
勢
人
本
居
宣
長
判

安
永
七
年
戊
戌
十
二
月
以
平
宣
長
本
書
写
了

�

荒
木
田
神
主
経
雅

右
出
雲
国
風
土
記
一
巻
者
以
荒
木
田
経
雅
神
主
之
書
謹
写
以
蔵

林
崎
文
庫

�

天
明
三
年
癸
卯
三
月　

益
谷
大
学　

荒
木
田
末
寿

41　

兼
岡
理
恵
「『
万
葉
緯
』
伝
写
を
め
ぐ
る
人
々
─
谷
川
士
清
校
正

本
『
万
葉
緯
』
十
八
「
諸
書
所
引
風
土
記
文
」
─
」（『
風
土
記
受

容
史
研
究
』、
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）。
そ
の
ほ
か
谷
川
士
清

に
つ
い
て
は
北
岡
四
良
「
谷
川
士
清
覚
書
」（『
復
刻　

近
世
国
学

者
の
研
究
─
谷
川
士
清
と
そ
の
周
辺
─
』、
皇
學
館
大
学
出
版
部
、

一
九
九
六
年
、
初
出
一
九
七
五
年
）。

42　

た
だ
し『
万
葉
緯
』（
賀
茂
別
雷
社
三
手
文
庫
所
蔵
、前
掲
注
25『
出

雲
国
風
土
記
諸
本
集
』
影
印
に
よ
る
）
は
脱
落
し
て
い
た
島
根
郡
神

社
名
を
補
訂
し
て
い
る
。
宣
長
本
も
荒
木
田
末
寿
書
写
本
も
島
根
郡

神
社
は
脱
落
さ
せ
た
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
、
宣
長
本
は
神
社
名
を
記

し
た
貼
紙
を
附
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
谷
川
本
は
『
万
葉
緯
』
三
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　　 ─ 《論文》

二
三

手
文
庫
本
に
そ
の
ま
ま
拠
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
加
藤

義
成
、
注
５
論
文
も
荒
木
田
末
寿
書
写
本
末
尾
に
引
用
し
て
い
る
谷

川
士
清
校
訂
万
葉
緯
序
の
検
討
か
ら
三
手
文
庫
本
で
は
な
く
、
原
稿

本
か
校
訂
本
に
拠
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　

な
お
谷
川
士
清
校
訂
『
万
葉
緯
』
巻
十
八
に
「
寛
保
癸
亥
霜
月
三

日
校
了　

谷
川
士
清
」「
宝
暦
三
酉
三
月
十
五
日
加
校
」
の
奥
書
を

も
つ
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
本
が
あ
る
。こ
れ
は
北
岡
四
良
、

前
掲
注
41
論
文
に
所
蔵
を
明
示
せ
ず
に
あ
げ
て
い
る
も
の
に
あ
た
る

と
思
わ
れ
る
。
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